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小
規
模
校
の
教
職
員
は
少
人
数
の
た
め
、
業
務
負
担
が
大

き
い
。
一
定
の
規
模
と
す
れ
ば
、
授
業
準
備
な
ど
の
時
間
が

確
保
で
き
、
学
力
向
上
へ
つ
な
が
る
。
市
は
こ
れ
の
充
実
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
集
団
生
活
に

な
じ
め
な
い
児
童
な
ど
の
教
育
環
境
づ
く
り
も
重
要
で
あ
る
。

　

学
校
は
地
域
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
地
域
行
事
の
場
だ
け

で
な
く
避
難
所
で
も
あ
り
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
や
機

能
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
公
共
施
設
最

適
化
計
画
で
は
、
市
の
保
有
施
設
の
床
面
積
30
％
削

減
を
目
標
と
し
、
施
設
の
56
・
５
％
を
占
め
る
学
校

教
育
施
設
に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ら
を
考
慮
し
た
学
校
適
正
化
計
画
と
し
、
地
域
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

①
コ
ロ
ナ
禍
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
介
護
者
は
日
々
感
染

の
不
安
を
抱
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
な
ど
も
起
き
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や
介
護
者
な
ど
が

感
染
し
た
際
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
充
実
な
ど
安
心
で
き
る
体
制
の
実
現
を
国
・
府
に
求

め
る
こ
と
、
市
の
独
自
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

②
補
助
金
・
負
担
金
の
適
正
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
高
齢

者
・
障
害
者
関
係
団
体
へ
の
補
助
も
多
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

通
常
通
り
の
活
動
が
で
き
な
い
状
況
に
配
慮
し
、
市

民
活
動
を
支
え
、
活
性
化
す
る
視
点
で
の
適
正
化
と

す
る
よ
う
要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
適
正
化
に
よ
り

団
体
の
活
動
が
停
滞
し
な
い
よ
う
、
実
施
時
期
は
社

会
情
勢
を
考
慮
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。

①
７
月
臨
時
議
会
で
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
物
資
購
入
の
た
め
の
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
た
。
非
接
触
式
体
温
計
を
は
じ
め
、
簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
を

購
入
予
定
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運
営
に
当

た
り
当
然
購
入
す
べ
き
物
資
で
あ
る
が
、
数
量
や
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
場
当
た
り
的
に
感
じ
ら
れ
る
。
混
乱
が
起
き
な

い
よ
う
、
避
難
所
の
計
画
的
な
運
営
を
要
望
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
は
全
く
見
通
し
が
立
た
ず
、
観
光
関

連
事
業
者
は
大
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
あ
る
。
導
入
予
定
の
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）

ア
プ
リ
活
用
や
地
元
・
近
隣
へ
の
旅
行
な
ど
の
新
た

な
提
案
、
そ
し
て
市
独
自
の
観
光
支
援
策
な
ど
に
よ

り
、
観
光
事
業
の
回
復
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

①
聴
覚
や
言
語
に
障
害
を
持
つ
人
へ
の
合
理
的
配
慮
と
し
て
、

緊
急
通
報
時
に
お
け
る
意
思
疎
通
手
段
の
整
備
を
要
望
し
て

き
た
。
来
年
４
月
に
、
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
要
請
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の

位
置
情
報
に
よ
る
居
場
所
の
特
定
が
可
能
な
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
。
利
用
に
は
事
前
登
録

が
必
要
な
た
め
、
１
人
で
も
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

福
祉
部
局
と
連
携
し
た
周
知
を
要
望
す
る
。

②
一
昨
年
の
台
風
21
号
で
は
罹り

さ

い災
証
明
書
の
発
行
に
相
当
の

時
間
を
要
し
た
。
証
明
書
は
家
屋
の
被
害
程
度
が
支

援
制
度
の
要
件
を
満
た
す
か
ど
う
か
の
判
断
材
料
と

な
る
。
速
や
か
に
発
行
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
状

で
は
大
災
害
時
に
対
応
で
き
な
い
。
被
災
者
情
報
の

一
元
化
シ
ス
テ
ム
を
早
期
に
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
低
迷
し
て
い
る
。
本
年
２
月
に
岸
和
田

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
事
業
者
に
対

す
る
相
談
業
務
を
開
始
し
て
い
る
が
、
そ
の
件
数
（
併
せ
て

リ
ピ
ー
ト
率
や
他
市
町
か
ら
の
相
談
状
況
）、
業
種
、
成
功

事
例
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
相
談
件
数
は
、
８
月
17
日
現
在
で
５
０
４
件
（
リ
ピ

ー
ト
率
74
・
８
％
、
他
市
町
か
ら
は
約
３
割
弱
）、
業
種
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
と
製
造
業
で
全
体
の
半
数
を
占
め
る
。

　

成
功
事
例
の
一
つ
に
、
ド
レ
ス
お
直
し
工
房
か
ら

の
相
談
に
対
し
て
、
ド
レ
ス
映
え
す
る
マ
ス
ク
を
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
案
し
、
幅

広
い
世
代
か
ら
の
購
入
に
つ
な
が
っ
た
事
例
が
あ
る
。

【
問
】
高
齢
者
や
歩
行
困
難
者
は
、
週
２
回
の
ご
み
出
し
が

困
難
で
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
や
近
所
の
人
が
手
助
け
し
て
い
る
。

介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
負
担
軽
減
や
高
齢
者
に
と
っ
て
も
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
、
専
用
の
施
錠
可
能
な
ご
み
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
猫
や
カ
ラ
ス
が
、
収

集
場
所
の
ご
み
を
道
路
や
水
路
に
散
ら
か
す
た
め
清
掃
が
大

変
で
あ
る
。
支
援
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い

課
題
で
あ
る
。
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
前
向
き
に
施
策
の

検
討
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
ご
み
飛
散
防
止
対
策

は
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
な
ど
か
ら
ネ
ッ
ト
な
ど

の
設
置
に
関
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
を
取
り
ま
と
め

た
後
、
前
向
き
に
施
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　一般質問の様子は、市議会ウェブ
サイトの録画中継のページでご覧い
ただけます。
　URL：http://www.city.kishiwada.osaka.jp/
              site/gikai/182rokuga.html

　令和２年第３回定例会では、20 人の議員
が一般質問を行いました（発言順に掲載）。

　また、11 月下旬以降、市立図書館や広報
広聴課の情報公開コーナー、市議会ウェブサ
イトの「会議録の閲覧」のページでも詳細を
ご覧いただけます。

市政に関する

一
般

質
問

要 旨
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
に
つ
い
て

岸
和
田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
現
況
に
つ
い
て

(誠和クラブ )
殿本　マリ子

高
齢
者
・
障
害
者
施
策
に
つ
い
て

避
難
所
運
営
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
事
業
に
つ
い
て

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
と
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

( 公明党 )
南　加代子

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て

(公明党 )
松本　妙子

【
問
】
現
在
、
市
内
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
、
特
別
支
援

教
室
、
図
書
室
に
は
空
調
機
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
音
楽

室
や
家
庭
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
は
未
整
備
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
音
楽
室
は
使
用
頻
度
が
高
く
、
整
備
が
急
が
れ
る
。

次
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
交
付
が
秋
以
降
に
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
図
書
室
以
外
の
特
別
教
室
へ
の
空
調
機
整
備
に
つ
い

て
は
、
そ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
特
に
音
楽

室
へ
の
整
備
は
学
校
現
場
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、

予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

臨
時
交
付
金
の
活
用
が
可
能
か
ど
う
か
は
、
関
係

課
と
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

特
別
教
室
へ
の
空
調
機
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問 

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

　
　
　
　
　
　

 

○
ふ
る
さ
と
寄
附　

ほ
か

　

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
内
の
高
齢
者
施
設
で
は
、
豪
雨
災

害
に
よ
り
人
命
に
関
わ
る
被
害
が
増
え
て
い
る
。
２
０
１
７

年
に
、
国
は
同
エ
リ
ア
内
に
お
け
る
高
齢
者
施
設
の
管
理
者

な
ど
に
、
避
難
確
保
計
画
の
策
定
と
避
難
訓
練
を
義
務
付
け

た
。
計
画
は
実
効
性
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
行
政
の
専

門
性
を
生
か
し
た
的
確
な
支
援
と
併
せ
、
計
画
に
沿
っ
た
訓

練
に
よ
り
課
題
を
抽
出
し
、
検
証
を
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

先
の
国
会
で
都
市
再
生
特
別
措
置
法
が
成
立
し
た
こ
と
で
、

今
後
は
同
エ
リ
ア
内
で
の
高
齢
者
施
設
建
設
の
是
非

に
つ
い
て
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。
分
野
別
の
ハ
ー
ド

整
備
、
企
業
・
住
民
の
主
体
的
な
防
災
対
策
に
加
え
、

災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
土
地
利
用
規
制
を
組
み
合

わ
せ
た
総
合
的
な
水
害
対
策
を
実
現
す
べ
き
だ
。

災
害
予
測
区
域
内
に
あ
る
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て

(公明党 )
米田　貴志

(大阪維新の会 )
堂本　啓祐

(日本共産党 )
田中　市子

(公明党 )
友永　修

倉田　賢一郎
(大阪維新の会 )

そ
の
他
の
質
問 

○
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
市
民
病
院
の
対
応

　
　
　
　
　
　

 

○
持
続
可
能
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
な
農
業


